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ご協力いただいた皆様のご紹介

これまで前身の低炭素杯や脱炭素チャレンジカップに出場したことがあり、本取組への“愛”にあふれ、自身の活動フィールドを 
生かしながら、草の根的に広めていくことを目的に、2017年よりアンバサダー制度を実施しています。
2023大会では6名の方に、脱炭素チャレンジカップアンバサダーとして活躍していただきました！

アンバサダー専用ロゴ
“アンバサダー”として、脱炭素チャレンジカップを盛り上げていただきました！

“協力団体”として広報にご協力いただきました！

こどもエコクラブとは、幼児から高校生までなら誰でも参加できる環境活動のクラ
ブで、現在約1,700クラブ、約8万5千人の子どもたちが全国で活動しています。
「ジュニア・キッズ部門」への子どもたちの応募を促進するべく、こどもエコクラブ
に協力いただき、登録クラブにエントリー募集の声がけをしていただきました。今
回は、ファイナリストの中で１団体がこどもエコクラブの登録/関係団体でした！

ファインモータースクールは、低炭素杯に何度も出場、受賞している常連団体で
す。免許取得の際に自然とエコドライブが身につく「楽エコ教習」を基軸に、小学校
でのエコドライブ寸劇や、自治体職員向けのエコドライブ指導者養成など、多様な
取組を通じて「エコドライブ」の普及を行う自動車教習所です。脱炭素チャレンジ
カップの広報にご協力いただきました！

こどもエコクラブ全国事務局
（公益財団法人 日本環境協会）

自動車教習所
ファインモータースクール

当大会は、世代を超えて脱炭素社会構築を目指し、全国各
地の多種多様な優れた活動を発表する場です。私達、栃
木農業高校は、豊かな地域資源の保全・生活文化の復活
と継承に取り組んだ結果、低炭素杯2012・2013の全国
大会にて2年連続環境大臣賞グランプリを受賞させてい
ただきました。卒業した彼ら・彼女らが、当大会で得た経験
は、社会人になってからの「生きる力」となっています。 

元 栃木農業高等学校 教諭

小森 芳次 様
今回の「脱炭素チャレンジカップ」も、プレゼンテーション
を通じて地域で活動する皆さんの元気な姿を拝見し、非
常に有意義な時間となりました。
世界の地政学リスクが高まりを見せていますが、気候変動
は私たちが直面している最大の課題であり、地球に生き
る一員として、小さなことから取り組む姿勢が現在の私た
ちに求められています。
この「脱炭素チャレンジカップ」がきっかけとなり、地域活
動の輪が広がることを心より願っています。

FMおとくに 事務局長

木本 直樹 様

脱炭素チャレンジカップの温かい雰囲気が好きです。私は
2016年の低炭素杯でエコドライブを様々な世代に啓発
する内容を発表し、文部科学大臣賞をいただきました。そ
の後はアンバサダーとしてゲスト審査員や広報のお手伝
いをしています。会場には洗練されたアイディアを持った
多様な地域や世代の方が集まります。世の中にまだ知ら
れていない取組も沢山あって、まさに宝箱のような大会だ
と思います。そんな脱炭素チャレンジカップをもっと多く
の人に知ってもらいたいです。

ファインモータースクール 広報チーム

齊藤 千絵 様
私の大好きな低炭素杯。脱炭素チャレンジカップに変わっ 
てからもアットホームで温かみのある雰囲気は変わりませ
ん。それはオンライン開催になっても同じです。2014年
の初ファイナリストから、3度目の正直で文部科学大臣賞
をいただき、その後もずっと関わらせていただいているこ
の大会。今年もアンバサダーを務めさせていただきうれし
く思っています。これからも脱炭素社会を目指す皆様と一
緒に大会を盛り上げていければ幸せです。さあ、みなさん
もエコドライブで脱炭素に向かいましょう。

エコドライブ研究所 代表

福田 慎太郎 様

気さくでありながら情熱を持っている人たちがたくさん
いる脱炭素チャレンジカップ。2017年にホタル再生プロ
ジェクトで環境大臣賞金賞をいただき、それ以来毎年会場
に足を運んでいます。変わりゆく環境問題に対応しようと
様々なアイデアを持ったファイナリストの方々が繰り広げ
るプレゼン合戦は見ものです。
カーボンニュートラルが叫ばれてる今、さらに注目される
大会を目指して仲間を増やしていけたらと思います。

ホタルネットワークmito

高橋 克英 様
初めて脱炭素チャレンジカップに出場したのは小学6年
生の時でした。当時はオンライン開催で少し戸惑いまし
たが、一緒にいた他のメンバーのおかげで文部科学大臣
賞を受賞することができました。その後、生物の知識を生
かして、テレビ番組「サンドウィッチマンと芦田愛菜の博士
ちゃん」や「東大王」にも出演し、環境保全に関する情報を
多くの人に伝えることができました。 2023年にアンバサ
ダーに任命していただき、より多くの人に環境保全に関す
る情報や、地球温暖化と身の回りでできる対策方法につ
いて、より多くの人に解説できたら良いと思います。 

逆川こどもエコクラブ クラブメンバー

浅利 圭吾 様


